
香川県建設国民健康保険組合

　自分や家族の病歴や普段の健康状態を把握し
てくれている「かかりつけ医」がいると安心です。
かぜなどの軽い症状のときは、最初から大きな
病院を受診せず、まずはかかりつけ医に相談す
る習慣をつけましょう。
　紹介状なしで大病院（２００床以上）を受診す
ると、特別の料金（7,０００円以上）がかかります。

　休日や診療時間外に受診すると、割増
料金が加算されます。また、急病人の治
療に支障をきたすおそれもあります。
　休日や夜間の急病で心配なときは、「香
建国保健康相談ほっとライン」の利用を
考えましょう。
【0120-418-523】

　薬は適切な用量や用法を守らないと、
効かなかったり、からだに悪影響を与
えたりするので、医師や薬剤師の指示
を守りましょう。また、薬が余っている
ときは、医師や薬剤師に相談しましょう。

　マスク着用や手指消毒で病原菌やウ
イルスをシャットアウト！
　歯みがきで、全身の健康状態に悪影
響を及ぼす虫歯や歯周病を予防しま
しょう。

　インフルエンザにかかると、
乳幼児や高齢者は特に重症化し
やすく、医療費も増加するので、
予防接種を受けましょう。
　組合に申請すれば、予防接種
１回につき2,000円の助成が受
けられます。

1年に１回、健康診査を
必ず受けましょう
1年に１回、健康診査を
必ず受けましょう

かかりつけの
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おきましょう
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同じ病気で
お医者さんをハシゴ
するのはやめましょう
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マスク着用、手指消毒、
歯みがきを
習慣化しましょう

仕事中のケガは、
労災保険で治療を
受けましょう
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　医療技術の進歩や高齢化により、医療費は増加
傾向にあります。医療費の増加は、保険料の引上
げに直結します。皆さんの負担をできるだけ抑え
るとともに、皆さんの健康を守っていくために、
「誰にでもできる医療費節約10か条」を心にとめ
ていただき、少しでも医療費が増え
ないようご協力をお願いします。
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急病のとき以外は、
休日や診療時間外の
受診はやめましょう

急病のとき以外は、
休日や診療時間外の
受診はやめましょう

　健康づくりが一番の医療費節約法
です。
　野菜をたくさん食べ、減塩を心がけ
ましょう。ウォーキングなどの適度な
運動も大切です。また、忙しい生活の
中にも休養の時間を設け、自分なりの
リフレッシュ方法を身につけましょう。

薬のもらいすぎに
注意しましょう
薬のもらいすぎに
注意しましょう

　健診を受けることで病気が早期発見できれば症状が重くなる
前に治療できますし、健診結果を毎年継続的に見ていくことで
病気の予防にもつながります。
　特定健診の基本項目のほか、心電図・眼底・胸部Ｘ線・大腸が
ん・前立腺がんの各検査を同時に受けることのできるバス健診
がお勧めです。女性向けのレディース健診はさらにお得です。

　特許期間を過ぎた新薬と同じ効能・
効果をもつジェネリック医薬品を利
用すれば、医療費を節約できます。
　診察券やお薬手帳に「ジェネリック
医薬品希望シール」を貼って、意思
表示をしましょう。
　ジェネリック医薬品がある薬にもか
かわらず、新薬を希望した場合、そ
の価格差の4分の1相当額を負担す
る場合があります。

　必ず労災保険に加入し、小さなケガ
でも労災保険で治
療を受けましょう。
　労災保険なら、
医療費の自己負担
ゼロで、休業補償
もあり安心です。

節約
医療費のの

にに
ご協力くださいご協力ください

誰にでもできる誰にでもできる

医療費節約10か条10か条
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　同じ病気で複数の医療機
関にかかると、そのたびに初
診料が発生したり、同じよう
な検査の繰り返しで時間や
医療費のムダになります。




